二 

王子 は 遠い 遠い 長い 道 を どんどん 急いでい きました。 

すると 二日 目に、 途中で 一人の ふとった 男に 出 あい 

ました。 

その 男 はよ つぼ どから だが おもいと 見えて、 足 を 引 

きずる ようにして、 のッ そり/ \ 歩いて いました。 

「もしもし、 おまえさん は どこまで いくので すご と、 

王子 は その 男に 話しかけました。 

「 私 は、 仕 合せと いう もの を さがしに 世界中 を 歩い 



ました。 

「私に は 商ば いはありません。 ただ 人の 出来ない こと 

が、 たった 一 つ 出来るだけで ございます。 私の 名前 は 

ながなが つまだ 

長々 と 申します。 私が ちょいと、 こう 爪立ち をし ます 

と、 すう ッと 天まで 手が とどきます。 それから 一と 足 

で 一 里 さきまで またげます。 このと おりです ご 

棒 はこう 言う が 早い か、 たちまち するすると からだ 

をのば して、 おや ッ という 間に、 もう 高い 高い 雲の 中 

へ 頭 をつつ こんで しまいました。 そして、 ひよ 

、 つち ゾ ひ あ ) 

いくく と 五 足 六 足 歩いた と 思います ともう 五、 六 

里 向う へ とんで いました。 それから また ひよ 



た。 そのかわり これまでと ちがって、 三人 を やしなう 

のに、 大 そうな お金が かかりました。 だって 火の 目 小 

僧と 長々 の 二人 は、 ただ あたりまえの 人が 食べる だけ 

しか 食べませんで したが、 もう 一人の ぶくぶく は、 お 

腹が いくらでも ひろがる ので 食べる も/ \ 一 どに 牛肉 

の 千 貫目 や パンの 千 本ぐ らい は、 どこへ 入った かわか 

らな いくらいです。 そんな 男に 腹 一 ぱい 食べさす に は、 

とても 一とお りのお 金で はすみ ません。 しかし 王子 は、 

ちっとも いやな 顔 をし ないで、 食べたい だけ 食べさせ 

て どんどん お金 を はらいました。 

そのうちに やっとれ いの 王女の いる 町へ 着きました。 



王 さま は 王子に 向つ て、 

「もしう つかりい 眠り をして、 王女 を 部屋から にがす 

と、 おまえた ち 四 人の 命 を 取る がそれ でもい いかご と 

ねん をお おしにな りました。 

「それ はしょう ちして おります ごと 王子 は 答えました _ 

王 さま は、 よせば いいのに と 言わない ばかりに にた 

にたお 笑いに なって、 

「それで は、 こちらへ お出でな さいごと おっしゃりな 

がら、 王子 を、 王女のお 部屋へ おつれに なりました。 

王女 はに こに こしながら 出て 来て、 あいそう よく 王子 

をむ かえ 入れました。 王子 は 王女が あんまり うつくし 



王子 は それでも けっして ゆだん をし ないで、 じっと 

王女の ようす を 見て いました。 すると 王女 は 間もなく 

すやすやと 寝入つ てし まいました。 

王子 は その 長いす の そばの ティ ブルのと ころへ い つ 

て、 ひじ をつ いて、 手のひらで おとがい を ささえな が 

ら、 目ば たき もしないで、 王女の 顔 を 見つめて いまし 

た。 

ところが そのうちに、 王子 はだん だんと、 ひとりで 

に まぶたが おもくな つて、 いつの 間に かこくり こくり 

といね むり を はじめました。 ぶくぶく や 長々 や、 火の 

目 小 11 は、 さっきから 一生 けんめいに 耳 をす ましてい 



にげ 出して おくれ。 もし、 しくじったら、 おまえ もた 

だで はおかない ぞご ときび しくお 言い わたしに なり 

ました。 

王女 は、 

「かしこまりました。 今晚 こそ は、 きっと あの人た ち 

を まかして やります ご と 言いました。 

あ ヽ 一- _ 

その 間に、 王子 はまた ぶくぶくと 長々 と 火の 目 小 

僧の 三人 を あつめて、 今晩の 手く ばリ をき めました。 

「ではし つかりた のむ よ。 下手 をす ると、 私ば かりで 

はない、 おまえた ち 三人の くび もとぶ の だよ ご と、 王 

子 は 笑いな がらこう 言いました。 長々 たち 三人 は、 



方の 目の 上に かぶ さるよう な 気がします。 ちょっと や 

すみます から ごめん 下さい ご と 言いながら、 ふらふら 

と 立ち上って、 長いす の 上に 横になる なりもう す やす 

やと 寝入つ てし まいました。 

王子 は 今晩は その 手に のる もの かと 思いながら、 テ 

ィ ブルに 両 ひじ をつ いて、 たかの ように 目 を 光らせて 

一生 けんめいに 王女の 顔 を 見す えてい ました。 すると 

そのうちに、 王子 はまた ひとりでに、 まぶたが おもた 

くな つて、 とうとう 今晚 もまた ねこんで しまいました _ 

すると、 ちょうど おなじと きに、 あれほど いばって 

いた 長々 や、 ぶくぶく や、 火の 目 小僧 も、 みんな 一 ど 



と、 地面へ はね 上りました。 魚 はもう あつくて/ \ た 

まらない ので、 土に ふれる と、 すぐに もとの 王女に な 

りました。 王子 は大 よろこびで、 そばへ かけつけて 

「どうです、 とうとう 三晚 とも ちゃんと つかまえ まし 

たでしょう。 ではお やくそくのとおり、 あなた は 私の 

ものです よごと 言いました。 王女 はまつ 赤な 顔 をして 

「どうぞお つれに なって 下さい まし。 お 父 さま も あき 

ら めて、 あなたの おっしゃる とおりになります でしよ 

うご と 言いました。 王子 は そのと き はじめて、 

「じつは 私 は、 これこれ こういう 王子です ご と 言つ て 

じぶんの こと を 話しました。 王女 は それ を 聞かない さ 



きから、 だれと も 分らない その 王子の 立派な 人柄に、 

ないないかん しんして いました。 それが りっぱな 王子 

だと 分った ので、 おむ こさんと して 何 一 つ 申し分が あ 

りません。 王女 は大 よろこびで 夜が あける とすぐ に 王 

さまのと ころへ いって、 ゆうべ のこと を のこらずお 話 

しました。 

すると 王 さま は、 たった 一人の 王女 を、 しらない 人 

にくれ るの がお しくて/ \ たまらない ものです から、 

王子に あう と、 王 さまら し くもなく 二まい 舌 をつ かつ 

て、 

「あの 子 はだれ にも やる こと は 出来ない ご 



たにち がいない。 追つ かけて うばいかえして 来い。 さ 

あ 早く 早く ご とまつ 赤に なって 御 命令に なりました。 

すると 王 さまの 兵たい は、 

「そらい け ご と言うが 早い か、 何千 人と いう 大人 数が、 

おおかぜ 

一 どに 馬に とびのって、 大風の ように、 び ゆうび ゆう 

かけだしました。 

王子た ち は 王女の 手 を 引いて、 遠くまで にげて 来 ま 

うしろ 

した。 すると やがて 後の方で、 ぼか/ \ く と大そ 

うな ひづめの 音が 聞え 出しました。 王子 は 走りながら、 

「おいおい、 何だろう ご と 三人の 家来に 言いました。 

「おや、 兵たい のよう です よ。 ああ、 兵たい だく。 



ん めいに にげのびました。 

のち 

みんな はしば らく、 かけつ づけに かけた 後、 やっと 

安心して 一 と 休みし ました。 王子 は、 

「どう だ、 まだ 追つ かけて 来る か 見て ごらん ご と、 火 

の 目 小僧に 言いつけました。 火の 目 小僧 は、 さっそく 

のび 上って 見ます と、 兵たい が 今やつ と、 さっきの 林 

を くぐりぬ けて、 また どんどん 砂け むり を 立てて かけ 

つけて 来る のが 見えました。 王子 は、 

「では、 ぐずぐずして はいられない。 さあ にげよう ご 

と 言って 立ち上りました。 すると 王女 は、 

「いえいえ だいじょうぶで) J ざいます。 もうす こし 休 



んで いらつ しゃい まし ご と 言いながら、 目から 涙 を 一 

としず くな がして、 

「さあ、 涙、 大きな 河に なって おくれ ご と 言いました _ 

するとた ちまち そこ へ 大きな 大きな 河が できました。 

王子 は それで 安心して、 また 王女の 手 をと つて にげ ま 

した。 

みんな は、 長い間 どんどん 走りつ づけに 走って、 も 

うこれ なら だいじょうぶ だろうと 思いながら しばらく 

休みました。 

「どう だ、 まだ 追つ かけて 来る かご と、 王子 はもう 一 

うしろ 

ど 火の 目 小僧に 見させました。 火の 目 小 11 は 後 を 向 



の 中で 帽子 をぬ いで、 その 帽子 を、 ひょいとお 日 さま 

の片 がわへ かぶせました。 すると 下界 は 王子 たちのい 

る 方に 光が さす だけで、 兵たい がかけ て 来る 方の 半分 

は、 ふいに 夜の ように まっくら になって しまいました- 

王子た ち は、 兵た い が 暗が リで まごまご している 間 

- J 、 

「さあ、 走れ 走れ ご と 言いながら、 ふたたび 王女の 手 

をと つて、 おおいそぎ でかけ 出しました。 長々 は 王子 

たちが、 いいかげん 遠くまで にげのび たの を 見す まし 

て、 ひょいと 帽子 を はずして、 頭に かぶりました。 そ 

して 一 と 足で 一 里 またげる、 その 長い 足で、 ひよ 



い/ (^と、 またたく 間に 王子の そばへ 追いつき ま 

した。 

それから みんな は、 また 一し よに 走りつ づけました。 

そのうちに 向う の 方に、 王子の 御殿の ある 町が 見え 出 

しました。 王子 は、 

「どう だ、 兵たい はもう ひきかえし たか。 ちょっと 見 

て くれ ごと、 火の 目 小僧に 言いました。 火の 目 小僧 は 

あと 

また 後 を ふりかえ つ て、 

すなけむり 

「おや、 また じき あすこに 砂烟が 見えます。 これ は 

たいへん だ ご と あわてました。 すると、 ぶくぶくが、 

「じ ゃァ みなさん は かまわず お にげ 下さ い 。 私が ここ 



にの こって、 ちゃんとし ますから ご と、 王子た ち を さ 

きに にがしました。 

八 

ぶくぶく は その あとへ 一 人で 立ちはだかった まま、 

ぶく/ \ ぶく/ \ と、 見る見る うちに 大きな 大きな 大 

山の ように ふくれ 上りました。 そして その 大きな 口 を 

ぱくりと あ いて、 

「さあ 来い ご と 言いながら、 ゆうゆうと まちかまえて 

いました。 兵たい たち は、 



「うわ あ、 うわあご と、 ときの 声 を 上げて、 死に もの 

ぐるいで かけつけて 来ました。 みんな は、 もうこうな 

れば、 たとい 火の 中 をく ぐっても 王女 さま を 取 りかえ 

して 見せる、 もし 相手が 王女 を わたさない と言うなら 

すぐに 町 をせ めか こんで、 町中の もの を 一 人 も 残さず 

斬リ 殺して やろうと、 こう 腹 を きめてい るので した。 

間もなく 兵たい たち は、 ぶくぶくの 口の まん 前まで 

かけて 来ました。 すると みんな は 火の 子の ように あわ 

て 切って いるもの ですから、 ぶくぶくの 大きな 口 を 町 

の 入口の 門と まちがえて、 片 はしから どん/^ ど 

ん くその 口の 中へ とびこみました。 ぶくぶく は その 



うな 大きな 大きな 大男が 来たので びっくりして、 わい 

わい 言いながら、 みんなで ぞろぞろ 後へ ついてい きま 

した。 ぶくぶく は 広場へ 来る と、 

「さあ、 みんな どけ どけ、 あぶない ぞ /^。」 と 言いな 

がら、 大通りに たかって いる 人 を 追い はらいました。 

そして 両手で 横腹 をお さえて、 

「ゴ ホン/ ご と、 せき をし ました。 すると その 

たんびに 腹の 中から 騎兵が 十 人ず つかた まって、 す ぼ 

んす ぼんと とび 出しました。 町の もの は、 

「うわ ァ うわ ァご と おもしろが つ て、 みんなで 手 をた 

たいて はやし 立てました。 ころがり 出た 騎兵た ち は、 



死んだ ように まつ 青な 顔 をして、 あと を も 見ずに にげ 

ていきました。 ぶくぶく は、 

「ゴ ホン/ \、 ゴ ホンく ご と、 せきつ づけに せいて、 

とうとう 何千 人と いう 騎兵 を 一 人 もの こさず はき 出し 

てし まいました。 その 一ばん しまいに とび 出した 兵た 

いは、 戸 まどい をして、 ぶくぶくの 鼻の 穴へ とびこん 

で、 もがいて いました。 ぶくぶく は、 

「ちょ ッ、 うるさい ね ご と 言 つて、 クシ ヤンと、 くしゃ 

み をし ました。 すると その 兵たい は、 ぱ たんと 鼻の 穴 

から ふきとばされて、 馬と 一し よに ころ/ \ ころがり 

ながら にげて いきました。 
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